
モバイル事業

ネットワーク事業

プリペイド決済サービス事業他
「明日 」に向かって
「誠実」に

「挑戦」し続けます。

Tomorrow

Integrity

Challenge

我々は、社会の夢と豊かさの実現に貢献し、

Shareholders株主Society

Customers

社会

Employees従業員お客様

持続性と透明性の確保を目指し、
様々なステークホルダーを視野に入れつつ、
企業の社会的責任（CSR）を積極的に果たします。

社会とのコミュニケーションを図り、
積極的な社会貢献活動に
取り組んで行きます。

お客様からの信頼に応える企業として、
顧客第一主義に基づき、
常に最高のサービスを提供し続けます。

説明責任を重視し、適正なガバナンス及び
コンプライアンス体制の維持・運営に
取り組み、企業価値の更なる向上を
目指します。

社員一人一人の個性と創意を尊重し、
風通しの良い、働き甲斐のある企業で
あり続けます。

企業理念┃ Corporate Philosophy

株主の皆様には、ますますご清栄のこととおよろこび申し上

げます。また、平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げ

ます。

当上期において当社は、スマートフォン需要の拡大に対応し

て販売スタッフの増員を始めとする販売体制の強化を図って

まいりました。この結果、携帯電話の販売台数が対前年同期

比で約15%増加し、市場平均を上回る40%近くのスマート

フォン販売比率を確保いたしました。一方で、プリペイド決済

サービスにおける取扱高が大幅に伸長したこともあって、当上

期は全社計画を上回る実績を上げることができました。　

このような環境下において当社は、次ページにも記載の

通り、将来成長に向けての取組みとして「3つのSHINKA」を

推進してまいりました。一つめは、新たなビジネスモデルへの

「新化」を目指して、中国での携帯電話販売事業に加え、プリペ

イド決済サービスにおいては、新方式のギフトカード／プリペ

イドカードを活用した「ギフトカードモール」事業を開始いたし

ました。

二つめは、既存ビジネスモデルの「深化」の一環として、九州

地区における携帯電話販売チャネルを拡大・強化するべく、

「株式会社TG宮崎」の子会社化を実施いたしました。

三つめとしては、経営基盤の更なる「進化」に向けて営業

推進構造改革委員会を設置し、社内の一体感醸成とコンプライ

アンス意識の向上を図りつつ、基幹システムの刷新を実施する

など社内インフラの革新にも積極的に取り組んでおります。

今後も当社は、持続的な成長の実現と更なる企業価値の

向上に努めてまいりますので、引き続きご支援・ご鞭撻のほど

を宜しくお願い申し上げます。

平成23年12月

配当に
ついて

業績の進展状況に応じて、将来の事業展開と経営基盤の強化のために必要な
内部留保を確保しながら、配当性向30%以上を目途として利益還元を実施
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